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抄録：高知県の中学校の学力の定着状況に課題があることの要因として、授業改善が個々の教員任
せになり、学校において組織的な授業力向上に向けた取り組みが十分でないことや、校内で授業改
善を進める仕組みが十分整っていないことがあげられる。教師が個人で授業改善を試みようとして
も、自分では何をどう変えればいいかがわかりづらいためにうまくいかない場合が多い。そこで本
研究では、生徒からの授業評価と教師自身の授業評価、さらに生徒自身が自分の授業に望む姿勢を
評価する３種類のアンケートを活用して、教師が自身の授業方法についてセルフ・モニタリングで
きる仕組みを作り、授業改善を試みた。生徒自身が自分の授業の受け方について自己評価すること
で、授業に対して当事者意識が高まり、能動的な態度が身につくものと考える。また教師は、生徒
が授業により高い自我関与を示すのはどのような授業がなされた時かを知り、授業改善のヒントと
なることが示唆された。
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Ⅰ 問題と目的
グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等、変化の激しい時代を生き抜く子どもたちに必要な

資質・能力を育成するためには、学びの量とともに、その質や深まりが重要であり、子どもたちが
物事についての深い理解や課題解決ができるよう、「どのように学ぶか」という学び方にも着目して、
ふだんの授業改善を行う必要がある（2016、高知県教育委員会）。授業改善を行うためには、児童生
徒に基礎的な知識・技能を習得させるとともに、実社会や実生活との関連を測って、自ら課題を見
出し、その解決に向けて知識や技能を活用し、主体的・協働的に物事の本質を探究していくような
学習活動を行うことが必要である。高知県の中学校の学力の定着状況に課題があることの要因とし
て、授業改善が個々の教員任せになり、学校において組織的な授業力向上に向けた取り組みが十分
でないことや、校内で授業改善を進める仕組みが十分整っていないことがあげられる。教師が個人
で授業改善を試みようとしても、自分では何をどう変えればいいかがわかりづらいためにうまくい
かない場合が多い。

そこで、Ａ校において授業改善を進めるための一つとして、授業アンケートを活用することを試
みた。一般に、授業アンケートは授業者自らが自己評価を行い、よりよい授業にするためには何が
必要かを考え、自身の授業を改善していくものであり、多くの教育現場で取り入れている方法の一
つである。Ａ校では、授業者自らの自己評価ができる『楽しい授業にするための授業評価シート（教
師用）』（資料１）のほか、『楽しい授業にするためのアンケート（生徒用）』（資料２）がある。それ
らの結果を照らし合わせることで、教師は自らの授業についてより客観的にふり返ることができる
と考えられる。さらに、生徒自身も教師への授業評価をするだけでなく、自らの授業への取り組み
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について、責任をもつことが大切である。そこで、生徒自身も自らの授業での学びについてふり返
る『ためになる授業にするためのアンケート（生徒用）』（資料３）により、セルフ・モニタリング
ができると考え、それぞれの質問項目が対応した３種類のアンケートを作成して実施している。こ
れらを定期的に実施することで、教師自身の授業力を高めることにつながると考えられる。

自己効力にもっとも関連するのは、「学びの自我関与」の側面である。自らの行動を自身で振り返
るメタ認知の能力が身につけば、行動の改善につながると考えられる。メタ認知とは、認知につい
ての認知のことであり、一般には、認知のセルフ・モニタリングとセルフ・コントロールの働きと
して知られている（多鹿、2010）。セルフ・モニタリングの概念は、Sunder（1974）によって提唱さ
れ、対人場面での自己呈示や感情表出を調整・統制する特性として定義されている（岩淵・田中・
中里、1982）。生徒との対面場面の多い教師にとってセルフ・モニタリングの能力は重要な資質の一
つであり、（天根・川原、1986）、また、Sunder（1974）は、セルフ・モニタリング傾向の高い者は
状況に応じて行動を決定することができることを示唆している。一方、セルフ・コントロールは自
己の行動を統制する特性として定義されている（Thoresen &Mahoney, 1974）。セルフ・コントロー
ル傾向の高い者は、良い対人関係を形成することが明らかにされている（Tangney, 2004）。すなわ
ち、これらの要素を含むメタ認知を向上させることは、教師の指導行動の改善に有効であると考え
られる。

Ⅱ 方法
１．研究協力校および研究協力者

高知市内の市立Ａ中学校で授業をおこなっている教員（27名：男性13名、女性14名）
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資料１ 楽しい授業にするための授業評価シート
(教師用）

資料２ 楽しい授業にするためのアンケート
(生徒用）



２．調査方法
⑴ 質問紙

①『楽しい授業にするための授業評価シート（教師用）』・・・以下Ａと記す
教師が自身の授業についてセルフ・モニタリングできるもの
②『楽しい授業にするためのアンケート（生徒用）』・・・以下Ｂと記す
生徒が教師の授業について評価するもの
③『ためになる授業にするためのアンケート（生徒用）』・・・以下Ｃと記す
生徒が自分の授業の受け方について自己評価するもの

⑵ 実施期日
①第１回 Ｘ年５月

Ａ中学校全校生徒・・・Ｂ及びＣ
Ａ中学校教員・・・・・Ａ

②第２回 Ｘ年７月
授業に行っているクラスで１クラスを選
んで、Ｂを実施。アンケートを実施する
クラスの選び方は、研究推進委員会（校
長・教頭・主幹教諭・教務主任・研究主
任・生徒指導主事・学年代表）から提案。

③第３回 Ｘ年11月
Ａ中学校全校生徒・・・Ｂ及びＣ

④第４回 Ｘ年12月
Ａ中学校教員・・・・・Ａ
第２回と同じクラスで、Ｂを実施。

Ⅲ 結果と考察
１．アンケートへの記入がメタ認知につながる
第１回の「楽しい授業にするためのアンケート

（生徒用）」では、生徒から見た教師の授業に対する評価は、全ての項目で3.0以上と高い評価で（Table
１）、逆に教師の自己評価は総じて低いという結果であった（Table ２）。教師はアンケートにチェッ
クする際に、一つひとつの項目を読みながら自分の授業をふり返り、厳しい評価をしているという
ことが伺える。このことから、授業アンケートでは、アンケート項目にチェックすること自体が、
そのままセルフ・モニタリングになり、セルフ・コントロールする上でのゴールイメージとなって、
具体的行動レベルでの修正へとつながりやすいことがわかった。例えば、非常に低い結果（2.0）で
あったNo.９の「言葉のレシピ」の活用に関する項目においては、急に意識が高まり、黒板にレシピ
を掲示して授業を行う場面が多く見られるようになった。この変容から授業アンケートを行うこと
は、自身の授業についてメタ認知しやすくなると考えられる。次に、教師の自己評価は高いのに、
生徒からの評価が低かったのは、No.７の教室環境であった。このことについては、教室の棚の中に
個人用の段ボール箱を用意し、その中にファイルを整理することを試みている。今後の課題として
は、教師だけではなく、生徒自身が学習環境を整えることについての意識が高くなるように、専門
委員会（美化委員会や学習文化委員会）の活動も行っていく必要があると考える。
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資料３ ためになる授業にするためのアンケート
(生徒用）



Table１ 楽しい授業にするためのアンケート集計（生徒）ｎ＝487

Table２ 楽しい授業にするためのアンケート集計（教師）ｎ＝27

２．自由記述を活用した組織的な授業改善
生徒用アンケートの自由記述（一部抜粋）からは次のような結果が得られた。以下に示す、○は、

子どもたちがわかりやすい、楽しいと感じていることなので、今後も続けていき、●は、子どもた
ちがやりにくさを感じていることなので、このままの状態で授業を続けるのではなく、他の方法を
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考えながら授業等の改善が必要と考えられる。

【班活動・かかわり合いのある授業】
○班活動で班の人と一緒に考えて班活動があれば班の人に聞いたりできる。
○授業で班ごとに考え、発表していったらみんなの考えがわかるのでいいと思う。
○学活・道徳の時間は先生とみんなが楽しく関われているから好き。
○班活動で班の人と一緒に考えていくことで、分からないことがよく分かったり、友だちの意見

なども聞けるから、班活動の授業は楽しいと思う。
●話し合いになった時、話し合いをしていないところが多い。
●話し合いができない。
●練習問題を班ではなくて、一人ひとりでやりたいです。
【課題設定】
●「～について話し合ってください」の時の「～何々」のところが難しくて話し合えない時があ

るので、例えとかもっとわかりやすい言葉で教えてほしい。
【教材】
○プリントなどがあるとわかりやすい。
○先生が準備する教材は勉強になる。
○先生が準備してくれた教材は、授業のまとめなどを書いてくれているのでわかりやすい。
【ゴールと流れ】
○「ゴール」と「流れ」を最初に書いて勉強するので勉強しやすい。
【発表のタイミング】
●挙手で発表する時に、もっと手を挙げやすい環境にしてほしい。
●発表する時に、手を挙げて言うかそうじゃないかがわからずに、結局発表出来ない時がある。
●時々、頭が良い人が答えてどんどん進めていく先生がいるので、それはやめて欲しいです。
【机間指導】
○先生が教室を回ったりして教えてくれるので先生に聞きやすい。
○班机になった時に、先生が机の周りをまわって分からない人を優しく教えていると思う。
【環境】
●たまに前の時間にやったことを書いてある黒板を消していないことがある。
●授業をするときに黒板が消えていないことがある。
●係りの人が黒板を消さない。消しても雑だからきたない。

生徒の自由記述の中には、教師にとっては厳しい内容のものも含まれている。しかし、これを批
判と受け止めるのではなく、授業改善を行うためのヒントと考えれば、まさに「子どもの声は宝の
山」である。Ａ校では、生徒の自由記述の内容を全て記載した冊子を作成して教員に配付したとこ
ろ、教員はそれを読むことで、セルフ・モニタリングが促進され、うまくいっている教員をモデル
として、自身の授業方法を見直すようになった。例えば、授業の空き時間に他の教員の授業を参観
に行き、『ゴール』と『流れ』をどのように示しているかを実際に見て、自分の授業でもそれを真似
して、思考する場面や班での活動などを具体的に示し、生徒がこの１時間をどのように過ごせばい
いかがわかるように工夫するようになった教員が増えている。このように、学校全体で取り組むこ
とで、教師集団の自己教育力も育成できることが示唆された。
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３．アンケート結果のズレを活用した教師のセルフ・モニタリング
授業に行っているクラスの生徒からの直接の授業評価と教師自身の授業評価を比較して、「１学

期 授業評価振り返りシート」（資料４）に、気づいたことや授業改善のポイントを記入してもらっ
た。このシートを記入することで、自然に①セルフ・モニタリング（自分の授業を子どもたちはど
う受けとめているのかを知る）と②セルフ・コントロール（どこをどう修正すればいいかを考え、
指導方法の修正をはかる）ができる流れができた。自由記述の中には、「自分の授業への取り組みの
手応えと生徒の感じ方に想像していたより差があった。授業づくりにおいて、どこを努力していけ
ば良いかが具体的にわかった」「自身の評価に比べると生徒の評価が高かった。しかし定期テスト
や課題の達成率等は低い。生徒が『学んでいるつもり』で止まっているのは私自身の課題であると
思った」など授業に対しての当事者意識が高まり、授業改善に対して能動的な態度が見られた。

また、授業改善のポイントについては、「プリント類、図、絵等を取り込んで視覚的にわかるもの
を取り入れたい（理科学んでいるつもり）」「具体物を提示するようにする（数学）」「見本の提示を
していく（体育）」「考えたくなる課題・答えやすい課題を設定するようにする（社会）」「時間ごと
に板書計画を立てる（社会）」「発問の工夫や答え方の指導を丁寧に行い、何を考えるのか、何を話
し合えばいいのかを明確にする（社会）」「読むことをもっと授業に取り入れる（国語）」などの具体
的な記述が多く見られた。自由記述の内容を冊子にして全員に配付し、お互いの授業改善への取り
組みを読むことで、指導行動のモデルをみつけることができ、自身の授業の変化へとつながってい
る。特に同じ教科の教員の書いたものについての関心が高く、教科会などでこのシートをもとに授
業改善について話し合う場面が増えている。

資料４ 授業ふり返りシート
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４．生徒の授業への自我関与
授業改善を行うためには、生徒自身も教師への授業評価をするだけでなく、自らの授業への取り

組みについて、責任をもつことが大切である。Ａ校では、生徒自身も自らの授業での学びについて
ふり返る『ためになる授業にするためのアンケート（生徒用）』（資料３）を実施し、以下のような
結果が得られた（Table ３）。結果が低かったNo.９については、教師が「聴き方のルール」（写真１・
２）を作成してモデルを示したところ、話の聴き方が意識できるようなっている。

Table３ ためになる授業にするためのアンケート集計（生徒）n=487

自由記述の欄には、「もっと教室の環境を整えて、気持ち良く授業に取り組みます」「板書された
中からポイントを見つけ、ノートにマーカーや色ペンなどでわかりやすく書こうと思う」「自分の事
だけど、うるさくじゃまをしてしまうので直したいです」「先生や友だちに聞かずに自分だけで考え
てしまうので、これからはしっかりいろんな人に聞いて理解していこうと思いました」などの記載
があった。生徒も教師と同様に、アンケート項目にチェックすること自体が、そのままセルフ・コ
ントロールする上でのゴールイメージとなり、「自分自身はどのように授業に臨めばいいのか」とい
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う修正へとつながり、能動的に自分の授業への取り組み方を変えていこうとすることが示唆された。
アンケート実施後の授業では、ノートの使い方を工夫している様子や、班での活動の中で積極的に
自分から話しかける姿を目にすることが多くなっている。

このことから『楽しい授業にするための授業評価シート（教師用）』『楽しい授業にするためのア
ンケート（生徒用）』『ためになる授業にするためのアンケート（生徒用）』の３種類の授業アンケー
トを実施することで、教師のみで授業改善するだけではなく、生徒の自我関与による効果も期待で
きると考えられる。
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